
 
 
 
  
 
 
 

 

 

少子化対策に挑戦する市町村バックアップ事業の勉強会を限定公開！ 

～ワークショップにも参加できます～ 

 

県と市町村が力を合わせて少子化の要因等を分析し、オーダーメイド型で対策を検討する 

「少子化対策に挑戦する市町村バックアップ事業」について、本年度、第２回目の勉強会を 

次のとおり実施しますので、お知らせします。 

記 

１ バックアップ事業の内容 

新たな少子化対策にチャレンジする市町村を対象に、伴走型で人的及び財政的支援を 

２か年１クールで行う。 

・国の少子化対策地域評価ツールを活用して、①市町村の現状分析から課題の把 

握、対策の検討、②対策の実施に向けたサポートまで、一連の支援を行う。 

    ・２年間のサポート 

① １年目：地域課題把握のための調査等に係る経費について、１市町村100万円   

を上限に助成（補助率10/10） 

② ２年目：事業実施経費について、１市町村500万円を上限に助成 

        事業実施には、国の地域少子化対策重点推進交付金も活用 

※第１クール：R5(2023)～、第２クール：R6(2024)～、第３クール：R7(2025)～ 

 

２ 令和６(2024)年度実施市町村 

  井原市、高梁市、新見市、美作市、早島町 

 

３ 第２回勉強会の開催日時等 

日 時：令和６年６月 27日（木）13：00～17：00  

  場 所：早島町役場 ２階 第１会議室 （都窪郡早島町前潟 360-1） 

  参加者：県、実施市町村、国（こども家庭庁、デジタル田園都市国家構想事務局）、 

専門家（柴田 浩喜 広島大学大学院客員教授）等 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                        

令和６年６月１９日 

課 名 子ども未来課 

担 当 野村、山形、花房 

内 線 3552、3565、3693 

直 通 086-226-7347 

 

お 知 ら せ 



４ 勉強会の内容（予定） 

  少子化対策地域評価ツールにおける客観的指標をもとに、地域の特徴、課題や取組状況等を 

ワークショップ形式で整理します。詳細は別紙をご覧ください。 

 

５ その他 

全６回の勉強会を予定しておりますが、報道機関に公開して実施するのは、第２回の勉強会

のみとなります。希望があれば、報道機関の方もワークショップに参加いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



別 紙 

 

 

 

 

 

                              今回の勉強会 

 

                                                     

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


